
市町村民児協名  読谷村民生委員児童委員協議会連合会  

会  長  名  上地  武徳  副 会 長 名 吉田博和、板良敷政子  

連  絡  先  

〒904-0301 

沖縄県中頭郡読谷村字座喜味 2975 番地  

ＴＥＬ098-958-2939                FAX098-958-2189 

地区人口  41206 人  地区世帯数  15,672 高齢化率  220.％  

小学校数  5 中学校数  2 幼稚園数 こども園数 1 保育所数 147

民生委員・児童委員定数  73 名  主任児童委員定数  5 名  

部会・委

員会  

ひとり親福祉部会  障がい福祉部会  児童福祉部会  

老人福祉部会  主任児童部会  総務・広報部会  

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時  開催日 (連合会の定例会は行っていない) 

【地域の状況】  

読谷村は、沖縄本島の中部、西海岸に位置し、東シナ海にカギ状に突き出た半島で人口 4

万人余りの日本一人口の多い村です。東には、緑濃い山並み、西は東シナ海に面し、南は「比

謝川」を境とし、北は景勝の地「残波岬」に囲まれた、美しい自然と豊かな伝統文化に育まれた

ところです。読谷山花織、やちむんの焼き物などの伝統工芸品や、村内各地には独自の民族

芸能や三線の文化が深く根差しております。 

・24 の自治会があります 

・平成 31 年 4 月からはより地域に密着した委員活動が行えるように、村内 2 中学校を区域に

わけて 2 つの単位民児協が発足しました。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

民児連としての活動  

・部会活動は両単位民児協合同で編成  

・委員交流会を計画的に開催し、委員同士の横のつながり強化  

・読谷村民生委員活動の広報  「民児連だより」を年 2 回発行  

・読谷まつりに出店  活動を PR 

【市町村民児協版  活動強化方策】  

１．民生委員児童委員の活動支援  「孤立させない活動」へ 

２．読谷村民生委員児童委員活動  マニュアル作成  

３．自治会へ加入していない世帯への支援と関係機関との連携強化  

                     令和４年９月３０日現在
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市町村民児協名  読谷村民生委員児童委員協議会連合会  

会  長  名  上地  武徳  副 会 長 名 吉田博和、板良敷政子  

連  絡  先  

〒904-0301 

沖縄県中頭郡読谷村字座喜味 2975 番地  

ＴＥＬ098-958-2939                FAX098-958-2189 

地区人口  41206 人  地区世帯数  15,672 高齢化率  220.％  

小学校数  5 中学校数  2 幼稚園数 こども園数 1 保育所数 147

民生委員・児童委員定数  73 名  主任児童委員定数  5 名  

部会・委

員会  

ひとり親福祉部会  障がい福祉部会  児童福祉部会  

老人福祉部会  主任児童部会  総務・広報部会  

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時  開催日 (連合会の定例会は行っていない) 

【地域の状況】  

読谷村は、沖縄本島の中部、西海岸に位置し、東シナ海にカギ状に突き出た半島で人口 4

万人余りの日本一人口の多い村です。東には、緑濃い山並み、西は東シナ海に面し、南は「比

謝川」を境とし、北は景勝の地「残波岬」に囲まれた、美しい自然と豊かな伝統文化に育まれた

ところです。読谷山花織、やちむんの焼き物などの伝統工芸品や、村内各地には独自の民族

芸能や三線の文化が深く根差しております。 

・24 の自治会があります 

・平成 31 年 4 月からはより地域に密着した委員活動が行えるように、村内 2 中学校を区域に

わけて 2 つの単位民児協が発足しました。 

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

民児連としての活動  

・部会活動は両単位民児協合同で編成  

・委員交流会を計画的に開催し、委員同士の横のつながり強化  

・読谷村民生委員活動の広報  「民児連だより」を年 2 回発行  

・読谷まつりに出店  活動を PR 

【市町村民児協版  活動強化方策】  

１．民生委員児童委員の活動支援  「孤立させない活動」へ 

２．読谷村民生委員児童委員活動  マニュアル作成  

３．自治会へ加入していない世帯への支援と関係機関との連携強化  

                     令和４年９月３０日現在

市町村名  読谷村  単位民児協名 読谷中学校区民児協  

会長名  吉田  博和  副会長名  古堅  テル子  

連  絡  先  

〒904-0301

沖縄県中頭郡読谷村字座喜味 2975 番地  

ＴＥＬ  098-958-2939            FAX 098-958-2189 

地区人口  26,395 人  地区世帯数  10,039 高齢化率  21.5％  

小学校数   3  中学校数   1 幼稚園数  こども園数4 0 6保育所数  

民生委員・児童委員定数    42名  3名主任児童委員定数 

部会・委員会  
ひとり親福祉部会  障がい福祉部会  児童福祉部会  

老人福祉部会  主任児童部会  総務・広報部会  

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時  開催日    5  日  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）2 時～  

【地域の状況】  

平成 31 年 4 月より読谷中学校区民児協が発足している。 

読谷中学校区は、旧来から現地域に住み続けている方々が多く、各自治会を中心としたまとまりのある

地域である。各字において公民館を中心に老人 会や婦人会 、青年会、子ども会等 の組織も健在で、伝

統行事の継承も行われている。各公民館では、月に 2 回のミニデイサービスも開催され、高齢者のいこ

いの場としてや見守りの役目を担っている。 

近 年 は、住 宅 街 の中 にアパートや外 人 向 けの貸 し住 宅 が増 えてきた感 がある。特 に東 シナ海 に面 した

西側や北側方面の景勝地では、県外や外国人の移住者が増え新興住宅地を形成しつつある。 

・13 自治会（24 自治会中）がある。 

・読谷村役場、村総合福祉センター、文化センター、村立図書館  

・県営団地 1 か所  

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

●学校活動への協力  

 こどもたちの健やかな成長を支援するため、学校とも密接に連携しています。 

●中学校登校時  交通量多く危険通学路  交通安全見守り  

●小学校下校時  交通量多く危険通学路  交通安全見守り（水）   

●生徒指導連絡協議会への参加  ●児童公園管理状況調査・通学路周辺パトロール 

●村内小中学校と民児協との連携について情報交換（毎年 5 月頃）  

●小学校福祉教育「アイマスク体験」等のサポート協力  

●各地域で行われている「地域支え合い活動委員会」の委員として積極的に参加  

●高 齢 者 の居 場 所 づくりや仲 間 づくりのため、各 公 民 館 などで行 われているゆいまーる共 生 事 業 （ ミニ

デイサービス）の運営への協力  

●活動時には紫の活動着を着用し、「民生委員」を地域住民に認識してもらうよう意識している 

【単位民児協版  活動強化方策】  

１．  地域支え合い活動委員会への参加  

２．  定例会及び部会の活動推進  活性化  

３．  自治会へ加入していない世帯への支援と関係機関との連携強化  

令和４年９月３０日現在
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令和４年９月３０日現在

市町村名  読谷村  単位民児協名 古堅中学校区民児協  

会長名  上地  武徳  副会長名  板良敷  政子  

連  絡  先  

〒904-0301

沖縄県中頭郡読谷村字座喜味 2975 番地  

ＴＥＬ  098-958-2939            FAX 098-958-2189 

地区人口  14,811 人  地区世帯数  5,633 高齢化率  22.7％  

小学校数   2  中学校数   1 幼稚園数  こども園数  1  保育所数  83

民生委員・児童委員定数    36名 2名主任児童委員定数

部会・委員会  
ひとり親福祉部会  障がい福祉部会  児童福祉部会  

老人福祉部会  主任児童部会  総務・広報部会  

民  児  協  規  約   有  ・  無  ・  その他（                ）  

民児協定例会開催日時  開催日    5  日  ：  時間帯（  午前  ・  午後  ・  夜間  ）10 時～  

【地域の状況】  

古 堅 中 学 校 区 民 児 協 は、読 谷 村 の南 の方 に位 置 し、比 謝 川 を挟 んで嘉 手 納 町 に隣 接 していま

す。校区の中央部には、アメリカ軍の施設（トリイステーション）があり、国道 58 号線の東側には軍

用 地 の一 部 が解 放 された地 域 があり、宅 地 化 が進 み、今 後 転 入 者 等 が増 加 すると見 込 んでいま

す。 

・11 自治会（24 自治会中）がある 

・県営団地 1 か所   村営住宅 1 か所  

【主な活動（高齢者・障がい者・児童等）】  

●学校活動への協力  

 こどもたちの健やかな成長を支援するため、学校とも密接に連携しています。 

●中学校登校時  交通量多く危険通学路  交通安全見守り（月水金）   

●小学校下校時  交通量多く危険通学路  交通安全見守り（水）   

●生徒指導連絡協議会への参加  ●児童公園管理状況調査・通学路周辺パトロール 

●村内小中学校と民児協との連携について情報交換（毎年 5 月頃）  

●小学校福祉教育「アイマスク体験」等のサポート協力  

●各地域で行われている「地域支え合い活動委員会」の委員として積極的に参加  

●高齢者の居場所づくりや仲間づくりのため、各公民館などで行われているゆいまーる共生事業（

ミニデイサービス）の運営への協力  

●活動時には紫の活動着を着用し、「民生委員」を地域住民に認識してもらうよう意識している 

【単位民児協版  活動強化方策】  

１．  地域行事への積極的な協力・参加  

２．  学校周辺の登下校時の見守り活動の強化  

３．  地域支え合い推進事業の強化  
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